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2030年度目標
▲46％（2013年度比）

７.6億トン

2030年度目標及び2050年ネットゼロに対する進捗
我が国の2022年度の温室効果ガス排出・吸収量は、前年度比2.3％減、2013年度比22.9%減。
エネルギー多消費産業の生産減退も大きな減少要因となっており、排出削減と経済成長の同時実現が鍵。

2050年目標
排出・吸収量：０

（ネットゼロ）

※１：上の図の赤い帯の範囲は、2023年３月に公表されたIPCC第６次評価報告書統合報告書において示された1.5℃に抑える経路における世界全体の温室効果ガス排出削減量（％）を仮想的に我が国に割り当てたもの。
※２：当該報告書では、モデルの不確実性などを加味し、1.5℃に抑える経路は幅を持って示されているため、2030年、2035年、2040年、2050年時点における排出量は黄色線で幅を持って示している。また、その代

表値をつないだものを赤色の実線で示している。

2019年の排出水準からの削減量（％）
2050204020352030

84 [73-98]69 [58-90]60 [49-77]43 [34-60]GHGオーバーシュートしない又は限られたオーバーシュートを伴っ
て温暖化を 1.5°C（>50%）に抑える 99 [79-119]80 [61-109]65 [50-96]48 [36-69]CO2

64 [53-77]46 [34-63]35 [22-55]21 [1-42]GHG
温暖化を 2°C（>67%）に抑える 73 [55-90]51 [36-70]37 [21-59]22 [1-44]CO2

○ 温暖化を1.5℃又は2℃に抑える経路の世界全体の温室効果ガス（GHG）及びCO2削減量

2022年度
▲2.3％（2021年度比）

▲22.9%（2013年度比）
10.8億トン

第１回合同会合
資料4（一部改変）
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経済合理的に考えると上に凸の形になり、過去を見ても同様の経路であったことも理解しながら、
今後の2035年度や2040年度の目標を考える必要がある。
農業分野でも、最初はスロースタートでだんだんと指数関数的に伸びていく形（削減経路）を
取らざるをえない状況。雇用を維持しながら国内の自給率を高める意味では、他の産業でも、
農業と共通する部分がある。
このままエネルギー多消費産業の衰退が進めば、経済と環境の好循環は達成されず、雇用も
失われる。1.5℃目標への整合は目指しつつ、ある程度柔軟性を持った排出削減目標を考え
る必要がある。
イノベーションによる排出削減効果が現れるまでに時間がかかることを踏まえ、上に凸で将来急
速に下がる合理的なパスか、2050年ネットゼロに向けて直線的な削減を目指すべきか、G7の
一員としての日本の国際的な発信の在り方も考えながら検討を深めるべき。
将来的にネットゼロにするだけでなく、早期の排出削減の考え方の下、カーボンバジェットの考え
方を忘れずに、海外への貢献も含めて検討する必要がある。
グローバルストックテイクで合意された、2019年比2035年60％削減に沿って、次期NDCを考
えていく必要。野心的な数値目標は、企業にとってイノベーションのきっかけにもつながる。
2050年ネットゼロ、1.5度目標と整合的な道筋を示し続けるということが、企業・社会にとって予
見可能性を高めることにつながる。
国際的な1.5℃目標や日本の2050年ネットゼロ目標に整合した意欲的な目標を掲げるべきで
あり、それをダウングレードするようなシグナルを社会に発するべきではないが、現実的な政策に知
恵を出すことが必要。
最終的に目指すべきゴールについて、専門性を持った各セクターが共通認識を持って取り組むこ
とが重要。その最終ゴールからバックキャスティングして高い目標を掲げることが重要。

これまでの合同会合でいただいた次期目標に関する主なご意見



日本の排出削減の現状と次期NDC（Nationally Determined Contribution）水準

①上に凸の経路 • 技術の革新が生まれ、排出削減が将来加速することを
踏まえると、上に凸といった考えもある。

②直線の経路 • 2050年ネットゼロと整合的な道筋を示し続けることが、
企業・社会にとって予見可能性を高める。

③下に凸の経路 • 世界平均以上の目標を掲げるという姿勢を示すことで、
はじめて途上国が動く。

NDCについての代表的な見解

2030年度46％削減、2050年ネットゼロを堅持。その間の経路が論点。
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【2050年ネットゼロへの経路】
① 上に凸の経路
② 直線の経路
③ 下に凸の経路

①
②

③

2030年度から先の削減目標、削減経路に
ついては、多様なご意見があったところ、
2050年ネットゼロ実現に向けた我が国の
明確な経路を示し、排出削減と経済成長
の同時実現に向けた予見可能性を高める
観点から、直線的な経路を軸に検討を進め
ることでどうか。
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